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太陽光発電用大規模パワーコンディショナの 
標準ミニモデルに関する研究 

大容量PCSのミニモデルの基盤整備；標準仕様を目的に実施。 
 
概ね良好の結果を得た（9割程度は良好）。 
合わないケースの要因分析： 

PCSミニモデル 
DC電源の挙動（応答速度、過渡応答特性） 
BTB電源の挙動 

 
今後は、合わないケースの要因分析、その確認試験を行うことで
ミニモデルの有用性を示し、さらに標準設計仕様の策定を行う。 

実験結果の例は当日お見せします 
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